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目次 

1面 

 日米韓の朝鮮敵視政策の転換が唯一の解決策 

朝鮮の人工衛星発射とマスコミ報道                   土松克典 

 

2面 

 ３・５国際婦人デー集会に参加を！ 

戦争反対、壊憲阻止！ 女性の力で平和を                倉田智恵子 

 

 日本軍「慰安婦」問題の日韓「合意」をめぐって 

だれのための合意なのか 

            中原道子（ＶＡＷＷ ＲＡＣ〔「戦争と女性への暴力」リサーチ・

アクション・センター〕共同代表） 

 

3面 

 徴用につながる民間船員の予備自衛官化反対！ 

先の戦争では６万人の船員が命落とす 

柿山 朗（元海員組合全国委員・元外航船長・戦没船を記録する会理事） 

 

 宮古島へのＰＡＣ３の配備に反対する緊急声明 

  止めよう「自衛隊配備」宮古郡民の会（平和運動センター宮古島・宮古平和運動連絡

協議会）、宮古島・命の水・自衛隊配備を考える会、平和を祈る宮古キリスト者の会 

 

不当な対朝鮮「制裁」措置の即時撤回を要求する（二〇一六年二月十日） 

 朝鮮総聯中央常任委員会 

 

4面 

 安倍政権は日本へのＴＨＡＡＤ導入を検討 

「緊急事態」を口実に強められる民衆統制         吉沢弘志（埼玉大学教員） 

 

 止めよう！ 辺野古埋め立て 

  辺野古新基地建設反対！ 全国同時アクション               編集部 

 

 朝鮮半島核問題を解決する道 

米国は平和協定と国交樹立に応じよ！           李東埼（ジャーナリスト） 

 

5面 

 労働者通信国――国家公務員の労働現場から 

長時間労働、非常勤、マイナンバー問題            国公労連・藤本愛子 

 

 紙つぶて 

  原則的なたたかいの重要さをあらためて思う           安齋徹雄（自営業） 

 

  オペラ『クラブマクベス』を観て              新開 努（民間労働者） 



 

 川柳                                   笑い茸 

 

6面 

 発言台――本紙前号の崔さんの文章を読んで 

今なお機能する植民地システム           夫才修（大阪朝鮮高級学校教員） 

 

 国際婦人デー３・５東京集会「闘いの歌」から――今日の状況に立ち向かうために 

大塚友 

 

7面 

書評 『昭和天皇は戦争を選んだ！ 裸の王様を賛美する育鳳社教科書を子どもたちに与え

ていいのか』（増田都子著） 

昭和天皇の真姿を暴く                         土田宏樹 

 

新刊案内 『沖縄 抵抗主体をどこにみるか――「処分」抵抗、徴兵忌避、移民・出稼ぎ

労働者と宮城与徳』（佐々木辰夫） 

 

三木一馬『面白ければなんでもあり』を読んで 

ライトノベルに打ち克つには                      加藤博通  

                    

前照灯 発見！ 医療現場から 

 

催物案内 

 

８面 

 公開ワークショップ「大西巨人の現在」第２回 

プログラムは研究発表と講座の二部構成                 山口直孝 

 

 頂門一針 「ミサイル」の正体見たり 

 

リレー連載 いま宮本百合子を読む（３） 

宮本百合子の「文学の闘い」を勇気の源に！ 

「『大人の文学論』の現実性」（一九三七年）、『婦人と文学』（一九四七年）を中心に 

            松岡慶一 

  

編集部発 

 

付録 1面～3面 

HOWS討論 「総がかり行動」からなにを受け継ぐか 

戦争するための改憲を阻止する幅広い共同を！ 

飯島滋明（名古屋学院大学准教授／戦争をさせない１０００人委員会事務局次長）＋受講生 

   運動の評価について                 友田幸枝（ＨＯＷＳ受講生） 

 

   「国会前」の闘いと自らの足元の闘いをつなぐ      藤原 晃（神奈川高教組） 

 

   非正規労働者と「戦争法」                 米丸かさね（編集者） 



 

   戦争法反対運動と日本国憲法の成立         土松克典（韓国労働運動研究） 

 

   憲法をいかして闘う沖縄との連帯を         日向よう子（ＨＯＷＳ受講生） 

 

   戦争法反対の統一戦線の形成を            倉林正明（ＨＯＷＳ受講生） 


